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排出量算定ガイドラインの制作と普及
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業界団体紹介：畜産酪農サステナビリティラウンドテーブル

、

序章 畜産物と地球温暖化

第１章 家畜由来GHG排出量-SHK制度による算定方法-

第２章 Scope3 温室効果ガス（GHG）の１次データ化

第３章 まとめ

付録 算定ツール、フローチャート、用語集

サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量の

算定方法基本ガイドラインに関する

業種別解説（畜産酪農産業）

〇想定読者
１．畜産業を営む生産者の方々

２．畜産物を取り扱う事業者の皆さま

３．消費者をはじめ畜産酪農業界に関わるステークホルダーの皆さま

※順不同
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取組背景・業界課題： 「揺らぐ生産基盤」・「裾野の広い産業」⇒GHG算定を通じた振興策を

飼養戸数・頭数羽数の推移（2000年⇒2024年）

「畜産統計」（農林水産省）
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※豚・鶏は調査方法の変更や農林業センサス
実施によりデータがない年がある。

33,600戸
11,900戸

116,500戸
36,500戸

11,700戸
3,130戸

5,330戸
1,700戸

3,082戸
2,050戸 畜産副産物と肥料資源としての畜ふん堆肥

出所：一般社団法人 日本畜産副産物協会HP
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実施事項、特に注力した点、苦労した点

財務情報と
非財務情報の連動

財務情報と
非財務情報の連動

活動量カウント方法
詳細の明確化

・家畜の受委託
・鶏の常時飼養羽数

活動量カウント方法
詳細の明確化

・家畜の受委託
・鶏の常時飼養羽数

◼ 生産者・事業者が算定に取り組むハードルを下げるためには？

組織ベースでの
Scope3カテゴリ１算定

家畜由来GHG算定ツール

組織ベースでの
Scope3カテゴリ１算定

家畜由来GHG算定ツール

畜産業の資源循環
を見える化

畜産業の資源循環
を見える化
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成果：農林水産省「フードサプライチェーンにおける脱炭素化の実践・見える化」の取組みと連携

簡易算定シート
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今後の展望

・成果物・算定ツールの普及・拡大
・ステークホルダーエンゲージメント
・参画企業拡大

・Scope3カテゴリ１の１次データ化の普及
・ガイドライン増訂（飼料原料、食品廃棄等）

・脱炭素×食生活による行動変容
・カーボンプライシング対応

・脱炭素社会に順応した国産農畜産業の振興
・地球温暖化対策計画目標の達成
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